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表紙写真：第１次師団訓練検閲 検閲官訓示

各種訓練

令和３年度第１次師団訓練検閲
新隊員特技課程・一般陸曹候補生（後期）課程教育

近畿の守り人
師団戦士
我が部隊の新戦力
私の大切な物

第３師団隊員紹介コーナー

職場の豆知識

みんなの架け橋

自衛隊大阪地方協力本部

夏バテ解消



検閲官 田中陸将

１ ３ 師 団 だ よ り 第１４４号 令和３年（２０２１年） ７月

第３特科隊第３戦車大隊 第３６普通科連隊

第３戦車大隊長 足立２佐 第３特科隊長 小松１佐
第３６戦闘団長

（第３６普通科連隊長） 伊藤１佐

師
団
は
、
令
和
３
年
７
月
10
日
（
土
）
か
ら
20
日
（
火
）
ま
で
の

間
、
矢
臼
別
野
演
習
場
（
北
海
道
）
に
お
い
て
、
第
36
普
通
科

連
隊
（
連
隊
長

伊
藤
１
佐
）
、
第
３
特
科
隊
（
隊
長

小
松
１
佐
）

及
び
第
３
戦
車
大
隊
（
大
隊
長

足
立
２
佐
）
に
対
し
、
令
和
３
年

度
第
１
次
師
団
訓
練
検
閲
を
実
施
し
た
。

本
検
閲
は
、
昨
年
度
か
ら
運
営
が
開
始
さ
れ
た
Ｈ
Ｔ
Ｃ
（
北
海
道

訓
練
セ
ン
タ
ー
）
統
裁
下
に
お
い
て
普
通
科
連
隊
同
士
に
よ
る
対
抗

演
習
の
場
を
活
用
し
た
も
の
で
あ
る
。

Ｈ
Ｔ
Ｃ
訓
練
は
、
戦
車
部
隊
及
び
野
戦
特
科
部
隊
を
含
む
諸
職
種

協
同
の
普
通
科
連
隊
に
対
し
、
実
動
対
抗
演
習
の
場
を
提
供
し
、
指

揮
幕
僚
活
動
及
び
戦
闘
行
動
を
客
観
的
・
計
数
的
に
評
価
を
し
て
、

諸
職
種
協
同
等
に
必
要
な
練
度
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
る
。

師
団
は
、
第
36
普
通
科
連
隊
を
基
幹
と
し
て
第
３
特
科
隊
、
第
３

戦
車
大
隊
等
を
配
属
し
た
第
36
戦
闘
団
（
戦
闘
団
長

伊
藤
１
佐
）

を
編
成
し
、
Ｈ
Ｔ
Ｃ
訓
練
に
参
加
し
た
。

訓
練
開
始
に
あ
た
り
、
検
閲
官

山
根
陸
将
は
、
第
36
戦
闘
団
に

対
し
、
「
敵
を
戦
場
に
補
捉
・
撃
滅
し
て
、
師
団
の
進
出
路
を
確
保

せ
よ
」
、
「
諸
職
種
が
一
体
と
な
っ
て
、
総
合
戦
闘
力
を
発
揮
せ
よ
」
及

び
「
生
き
残
り
、
戦
闘
を
継
続
せ
よ
」
の
３
点
を
要
望
す
る
と
と
も

に
、
「
第
36
戦
闘
団
全
員
が
こ
れ
ま
で
に
積
み
上
げ
て
き
た
練
成
の

成
果
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
、
真
に
戦
え
る
強
い
師
団
に
な
る
た
め
更

な
る
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
が
で
き
る
こ
と
を
期
待
す
る
」
と
述
べ
た
。

【
関
連
記
事

２
面
】 検閲官（師団長）訓示

訓練開始式 検閲官に敬礼



射撃緒元の設定
（第３特科隊）

７
月
10
日
（
土
）
午
後
10
時
、
Ｈ
Ｔ
Ｃ
に
よ
る
演
習
統
裁
の

下
、
第
36
戦
闘
団
と
増
強
第
25
普
通
科
連
隊
（
北
海
道
紋
別
郡

遠
軽
町
）
と
の
対
抗
演
習
が
開
始
さ
れ
た
。

第
36
戦
闘
団
は
、
作
戦
名
を
「
真
田
四
将
の
鉄
拳
作
戦
」
と

銘
打
ち
、
普
通
科
、
特
科
、
機
甲
科
及
び
施
設
科
の
四
職
種
を

中
心
に
諸
職
種
が
一
体
と
な
り
、
装
備
優
勢
な
敵
部
隊
を
相
手

に
善
戦
し
、
最
後
ま
で
任
務
を
遂
行
し
た
。
こ
の
間
、
北
海
道

特
有
の
蝦
夷
梅
雨
に
伴
う
低
温
か
ら
30
度
を
超
え
る
猛
暑
ま
で

厳
し
い
環
境
の
変
化
に
耐
え
、
第
36
戦
闘
団
隊
員
一
人
一
人
が

主
体
的
に
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
果
た
し
て
７
夜
８
日
に
わ
た
る

戦
闘
を
継
続
し
、
対
抗
演
習
を
終
了
し
た
。

本
訓
練
に
参
加
し
た
第
36
普
通
科
連
隊
第
４
中
隊
長
で
あ
る

木
下
３
佐
は
「
生
き
残
り
勝
つ
た
め
に
、
戦
い
続
け
る
た
め
、

基
本
的
行
動
の
み
な
ら
ず
、
状
況
に
即
応
し
た
臨
機
応
変
な
部

隊
運
用
、
敵
に
打
ち
勝
つ
隊
員
個
々
の
応
用
戦
闘
技
術
及
び
己

に
打
ち
克
つ
体
力
・
気
力
が
戦
闘
を
勝
利
に
導
く
た
め
極
め
て

重
要
で
あ
る
こ
と
を
実
感
し
た
。
本
運
営
を
通
じ
、
中
隊
か
ら

個
人
ま
で
多
数
の
教
訓
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
我
ら
普
通
科
隊

員
の
立
つ
位
置
が
国
境
線
と
な
る
と
い
う
究
極
の
想
い
を
共
有

し
、
戦
闘
に
勝
利
す
る
使
命
を
果
た
し
得
る
よ
う
一
層
精
進
す

る
所
存
で
あ
る
」
と
所
見
を
語
っ
た
。

戦闘団前方指揮所での構想示達（師団長視察）

２ ３ 師 団 だ よ り 第１４４号 令和３年（２０２１年） ７月

車上からの警戒
（第３戦車大隊）

戦車部隊の突撃発起
（第３戦車大隊）

戦闘団指揮所の障害構成
（第３６普通科連隊）

陣地変換後の射撃準備完了
（第３特科隊）

軽装甲機動車を用いた直接警戒
（第３６普通科連隊）

戦闘団指揮所の直接警戒
（第３６普通科連隊）

戦闘団長

師団長

普通科部隊と協同する施設科部隊
（第３施設大隊）

戦闘団長と副戦闘団長による状況確認
（第３６普通科連隊）



コンパス（方位磁石）の使用法
第７普通科連隊（軽火器）

小銃分隊の戦闘訓練
第３７普通科連隊（軽火器）

８１㎜迫撃砲 砲手訓練
第７普通科連隊（迫撃砲）

１２０㎜迫撃砲 砲手訓練
第３６普通科連隊（迫撃砲）

１５５㎜りゅう弾砲操砲訓練
第３特科隊（野戦砲）

連結訓練（十字結び）
第３施設大隊（施設）

化学防護衣の暑熱順化訓練
第３特殊武器防護隊（化学）

電けんを使用した手動電信術
第３通信大隊（無線電信）

８１式短距離地対空誘導弾操作訓練
第３高射特科大隊（高射火器）

野外ルータの設定
第３通信大隊（ネットワーク）

血圧等バイタルチェックの確認
第３後方支援連隊（衛生）

車両エンジンの整備
第３後方支援連隊（車両装輪）

野外入浴場の開設
第３後方支援連隊（需品）

５．５６㎜機関銃MINIMI射撃予習
第３６普通科連隊（軽火器）

５．５６㎜機関銃ＭＩＮＩＭＩ
基本教練第３６普通科連隊（軽火器）

３ ３ 師 団 だ よ り 第１４４号 令和３年（２０２１年） ７月

師
団
隷
下
各
部
隊
は
、
各
駐
屯
地
に
お
い
て
、
令
和
３
年

７
月
１
日
か
ら
新
隊
員
特
技
課
程
・
一
般
陸
曹
候
補
生

課
程
（
後
期
）
教
育
を
開
始
し
た
。
自
衛
官
と
し
て
の
基

礎
を
固
め
る
た
め
、
約
３
ヶ
月
の
教
育
を
終
え
た
約
４
８
０

名
は
、
隷
下
部
隊
そ
れ
ぞ
れ
に
設
置
さ
れ
た
教
育
隊
に
配
置

さ
れ
、
各
職
種
部
隊
に
関
す
る
専
門
的
な
知
識
・
技
能
を
修

得
す
る
た
め
の
教
育
を
受
け
、
日
々
成
長
を
遂
げ
て
い
る
。

第
３
後
方
支
援
連
隊
教
育
隊
の
高
見
２
士
は
「
ど
の

教
育
も
初
め
て
実
施
す
る
こ
と
が
多
く
、
ま
だ
慣
れ
る
こ
と

が
で
き
て
い
ま
せ
ん
が
、
色
々
な
こ
と
を
学
べ
る
の
で
ワ
ク

ワ
ク
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
装
輪
整
備
区
隊
に
は
、
女
性
自

衛
官
が
２
名
し
か
お
ら
ず
、
こ
れ
か
ら
の
教
育
で
、
男
性
隊

員
と
の
力
の
差
が
生
ま
れ
る
部
分
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

不
安
な
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
決
し
て
妥
協

せ
ず
、
武
器
科
の
教
育
や
体
力
検
定
等
で
も
男
性
隊
員

に
負
け
な
い
と
い
う
気
持
ち
で
、
約
３
ヶ
月
頑
張
っ
て

い
き
ま
す
」
と
述
べ
た
。



４ ３ 師 団 だ よ り 第１４４号 令和３年（２０２１年） ７月

第３６普通科連隊第４中隊

３等陸曹 川端 翔太

第３施設大隊第２中隊

陸士長 北垣 彩人

今
回
は
、
第
３
施
設
大
隊
第
２
中
隊
に
所
属
す

る
北
垣

彩
人
（
き
た
が
き

あ
や
と
）
士
長
へ

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
す
。

Ｑ

出
身
地
、
入
隊
年
度
は
。

Ａ

兵
庫
県
川
西
市
出
身
、
令
和
２
年
入
隊
で
す
。

Ｑ

入
隊
の
動
機
は
。

Ａ

困
っ
て
い
る
人
を
助
け
た
い
と
思
い
、
入
隊

を
決
意
し
ま
し
た
。

Ｑ

新
隊
員
教
育
の
区
隊
・
班
は
。

Ａ

第
１
１
０
教
育
大
隊
第
３
３
３
共
通
教
育
中

隊
４
区
隊
２
班
で
す
。

Ｑ

新
隊
員
教
育
で
の
思
い
出
は
。

Ａ

後
期
教
育
中
の
漕
舟
競
技
会
で
班
が
一
丸
と

な
っ
て
優
勝
を
目
指
し
た
こ
と
で
す
。

Ｑ

現
職
務
の
や
り
が
い
は
。

Ａ

日
々
、
新
し
い
経
験
の
連
続
で
す
が
、
探
求

心
を
持
っ
て
業
務
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
き
に

や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。

Ｑ

日
々
の
業
務
で
心
掛
け
て
い
る
こ
と
は
。

Ａ

何
事
に
も
積
極
的
に
取
り
組
む
よ
う
に
心
掛

け
て
い
ま
す
。

Ｑ

尊
敬
（
目
指
し
て
い
る
）
先
輩
は
。

Ａ

同
じ
中
隊
の
先
輩
で
す
。
日
々
、
技
術
等
を

吸
収
し
て
自
分
の
糧
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

Ｑ

営
内
で
の
生
活
は
ど
う
で
す
か
。

Ａ

皆
さ
ん
優
し
く
接
し
て
く
れ
る
の
で
、
窮
屈

な
思
い
も
な
く
、
快
適
に
過
ご
し
て
い
ま
す
。

Ｑ

今
後
の
目
標
を
教
え
て
下
さ
い
。

Ａ

た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
び
、
尊
敬
さ
れ
る
陸

曹
に
な
り
た
い
で
す
。

Ｑ

最
後
に
一
言

Ａ

中
隊
の
即
戦
力
に
な
れ
る
よ
う
に
日
々
精
進

し
て
い
き
ま
す
。

今
回
は
第
36
普
通
科
連
隊
第
４
中
隊
に
所
属

す
る
川
端

翔
太
（
か
わ
ば
た

し
ょ
う
た
）

３
曹
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
す
。

Ｑ

出
身
地
、
陸
曹
候
補
生
課
程
入
校
年
度
は
。

Ａ

第
１
３
４
期
、
平
成
31
年
１
月
入
校
で
す
。

Ｑ

合
格
通
知
を
受
け
た
時
の
心
境
は
。

Ａ

ま
さ
か
受
か
る
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た

の
で
、
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

入
校
間
、
印
象
に
残
る
訓
練
は
。

Ａ

斥
候
訓
練
で
す
。
分
隊
長
と
し
て
初
め
て

隊
員
を
指
揮
し
た
訓
練
で
す
。

Ｑ

特
に
学
ん
だ
こ
と
は
。

Ａ

企
図
の
徹
底
で
す
。
小
部
隊
の
指
揮
官
と

し
て
己
の
企
図
を
末
端
の
組
員
ま
で
明
確
に

認
識
さ
せ
る
こ
と
は
任
務
達
成
の
た
め
に
、

と
て
も
重
要
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

Ｑ

陸
曹
に
な
っ
て
の
心
境
の
変
化
は
。

Ａ

陸
曹
と
し
て
の
責
任
感
が
生
ま
れ
、
後
輩

隊
員
の
見
本
と
な
る
様
な
行
動
を
心
掛
け
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

Ｑ

今
後
の
部
隊
で
の
目
標
は
。

Ａ

後
輩
隊
員
の
育
成
で
す
。
陸
曹
と
し
て
後

輩
を
育
成
し
、
自
ら
も
成
長
で
き
る
よ
う
頑

張
り
ま
す
。

Ｑ

陸
曹
を
目
指
す
後
輩
隊
員
に
一
言

Ａ

一
生
懸
命
努
力
を
す
れ
ば
、
陸
曹
へ
の
道

も
き
っ
と
開
く
の
で
、
努
力
を
惜
し
む
な
。

写真左から
下田１士、志賀１士、東根１士

今回は、第３７普通科連隊第１中隊の戸出 了介（とで りょうすけ）２曹が大切にし

ている一品を紹介します。

私が大切にしている物は、いつも訓練等で使用している「コンパス」です。このコンパ

スは、陸上自衛官であった父が現役時代に愛用していたもので、現在は私が譲り受け、大

切に使用しています。世の中には新しく便利なものが溢れかえっている時代ですが、物品

愛護の精神を持って、きれいに整備し、長く大切に使っていきたいと思います。そして、

自衛官としての職を全うした時、私も父のように、物や想いを誰かに託すことができれば

と思います。物の大切さを教えてくれた父に感謝し、これからも連隊での勤務を頑張って

いきます。
第３７普通科連隊第１中隊
２等陸曹 戸出 了介

７
月
１
日
、
今
年
も
自
衛
隊
を
は
じ
め
数
々

の
企
業
・
団
体
等
に
お
い
て
、
高
校
３
年
生
へ

の
募
集
活
動
が
開
始
さ
れ
た
。
今
回
は
、
一
昨

年
度
に
募
集
活
動
を
受
け
て
入
隊
、
自
衛
隊
２

年
目
と
な
り
、
現
在
、
第
３
偵
察
隊
で
勤
務
す

る
志
賀
１
士
に
近
況
を
聞
い
た
。

第
３
偵
察
隊
で
偵
察
隊
員
と
し
て
勤
務
す
る

志
賀

卓
也
（
し
が

た
く
や
）
１
士
は
、
愛

媛
県
出
身
。
入
隊
後
、
善
通
寺
駐
屯
地
（
香
川

県
）
、
今
津
駐
屯
地
（
滋
賀
県
）
に
て
自
衛
官

候
補
生
教
育
及
び
新
隊
員
特
技
課
程
を
そ
れ
ぞ

れ
修
了
し
、
現
部
隊
に
配
置
さ
れ
た
。

志
賀
１
士
は
、
こ
の
１
年
を
振
り
返
り
「
着

隊
当
初
は
、
先
輩
隊
員
と
の
共
同
生
活
に
不
安

を
感
じ
て
い
ま
し
た
が
、
と
て
も
親
切
に
接
し

て
頂
き
、
ま
た
新
隊
員
特
技
課
程
か
ら
寝
食
を

共
に
し
た
下
田
１
士
、
東
根
１
士
を
含
む
同
期

の
支
え
も
あ
り
、
今
日
ま
で
充
実
し
た
自
衛
隊

生
活
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
日
々
の

訓
練
を
通
じ
て
体
力
面
は
も
ち
ろ
ん
、
メ
ン
タ
ル

面
も
大
変
強
く
な
っ
た
と
思
い
ま
す
」
と
こ
れ
ま
で

の
成
長
を
語
っ
た
。

第
３
偵
察
隊
で
勤
務
で
き
る
こ
と
へ
の
誇
り

を
胸
に
、
更
に
部
隊
に
貢
献
す
る
た
め
、
来
年

の
陸
曹
候
補
生
選
抜
試
験
合
格
を
目
指
し
て
、

下
田
１
士
、
東
根
１
士
の
両
名
と
と
も
に
切
磋

琢
磨
す
る
こ
と
を
誓
っ
た
。

第
３
師
団
は
、
近
畿
２
府
４
県
の
各
自
衛
隊

地
方
協
力
本
部
と
連
携
し
、
募
集
広
報
イ
ベ
ン

ト
「
第
３
師
団
仕
事
博
２
０
２
１
」
を
８
月
７

日
（
土
）
及
び
８
日
（
日
）
に
開
催
を
予
定
し

て
お
り
、
彼
ら
の
よ
う
な
溌
剌
と
し
た
人
材
と

の
巡
り
会
い
が
今
か
ら
楽
し
み
で
あ
る
。
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近
畿
２
府
４
県
に

所
在
す
る
各
自
衛

隊
地
方
協
力
本
部

か
ら
の
情
報
発
信

コ
ー
ナ
ー

マメ

入場無料

※  音楽フェスタへの参加については、
事前の申し込みが必要になります。

※ 新型コロナウイルス感染症流行等の
影響により、音楽フェスタの中止又は
実施要領を変更する場合がございます。

詳しくはＨＰをご覧ください。

第
３
師
団
だ
よ
り
を
ご
覧
の
皆
さ
ま
、
こ
ん
に
ち
は
。

自
衛
隊
大
阪
地
方
協
力
本
部
で
す
。

自
衛
隊
大
阪
地
方
協
力
本
部
（
本
部
長
・
濱
田
陸
将
補
）

は
、
女
性
の
入
隊
率
向
上
施
策
と
し
て
、
女
性
限
定
の
説

明
会
、
懇
談
（
お
茶
会
）
、
職
場
体
験
を
行
っ
て
い
ま
す
。

女
性
限
定
の
職
場
体
験
は
、
昨
年
12
月
、
千
僧
駐
屯
地
に

お
い
て
５
個
部
隊
（
中
部
方
面
後
方
支
援
隊
、
千
僧
駐
屯

地
業
務
隊
、
第
３
後
方
支
援
連
隊
、
第
３
通
信
大
隊
及
び

第
３
師
団
司
令
部
付
隊
）
の
支
援
を
受
け
、
自
衛
隊
に
興

味
の
あ
る
女
性
15
名
の
参
加
を
得
て
実
施
し
ま
し
た
。
各
部

隊
の
全
面
的
な
ご
支
援
の
お
か
げ
で
参
加
者
か
ら
「
早
く

入
隊
し
て
か
っ
こ
い
い
女
性
自
衛
官
に
な
り
た
い
」
等
大

変
好
評
を
い
た
だ
き
、
参
加
者
中
４
名
が
今
春
入
隊
し
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
今
年
度
も

企
画
し
ま
す
の
で
、
ご
支
援
を
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

７
月
に
入
り
、
我
々
地
方
協
力
本
部
に
つ
い
て
も
各
種

採
用
試
験
の
受
付
が
開
始
と
な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ま
の
お

近
く
に
自
衛
隊
に
興
味
の
あ
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し

た
ら
、
気
軽
に
自
衛
隊
大
阪
地
方
協
力
本
部
へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

自衛隊大阪地方協力本部
Tel：06-6942-0742   fax：06-6942-0545

【女性限定職場体験の様子】

「

夏

バ

テ

解

消

」

長
か
っ
た
梅
雨
も
明
け
て
強
い
日
差
し
が
照
り
付
け
、
い

よ
い
よ
夏
本
番
で
す
ね
。
今
夏
は
例
年
よ
り
も
暑
く
な
る
と

の
予
報
も
あ
り
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
等
の
冷
菓
・
氷
菓
を
、

い
つ
も
以
上
に
消
費
し
て
し
ま
い
そ
う
で
す
。

こ
う
な
る
と
心
配
に
な
っ
て
く
る
の
が
「
夏
バ
テ
」
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
毎
年
こ
の
時
期
に
な
る
と
、
動
物
園
に

お
い
て
木
陰
で
ぐ
っ
た
り
寝
そ
べ
る
動
物
の
映
像
が
ニ
ュ
ー

ス
等
で
流
れ
た
り
し
ま
す
が
、
筆
者
も
そ
ん
な
か
わ
い
い
仲

間
達
と
同
様
、
部
屋
で
ぐ
っ
た
り
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
し

か
し
、
今
年
こ
そ
は
活
動
的
な
夏
を
過
ご
し
た
い
と
、
今
回

は
「
夏
バ
テ
」
に
つ
い
て
調
べ
て
み
ま
し
た
。

そ
も
そ
も
「
夏
バ
テ
」
と
は
何
な
の
か
と
い
う
こ
と
で
す

が
、
何
と
な
く
体
が
重
い
、
や
る
気
が
出
な
い
、
食
欲
が
な

い
等
の
症
状
の
総
称
の
よ
う
で
、
病
気
と
し
て
括
ら
れ
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
よ
う
で
す
。

原
因
と
し
て
は
、
夏
の
暑
さ
に
よ
る
、
ク
ー
ラ
ー
の
温
度

の
下
げ
過
ぎ
、
冷
た
い
物
の
食
べ
過
ぎ
、
運
動
不
足
、
寝
不

足
等
が
挙
げ
ら
れ
、
こ
の
よ
う
な
不
摂
生
な
生
活
に
よ
り
、

内
臓
の
働
き
等
を
調
整
す
る
自
律
神
経
が
乱
れ
る
こ
と
で
、

夏
バ
テ
の
症
状
が
引
き
起
こ
さ
れ
る
よ
う
で
す
。

「
ス
タ
ミ
ナ
を
つ
け
て
夏
を
乗
り
越
え
よ
う
」
と
い
っ
た

食
品
Ｐ
Ｒ
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
よ
く
耳
に
す
る
た
め
、

ス
タ
ミ
ナ
メ
ニ
ュ
ー
を
摂
取
す
れ
ば
Ｏ
Ｋ
と
思
っ
て
い
た
の

で
す
が
、
食
事
だ
け
で
な
く
運
動
、
睡
眠
等
、
規
則
正
し
い

生
活
習
慣
を
守
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
よ
う
で
す
。

し
か
し
、
こ
こ
で
ネ
ッ
ク
に
な
っ
て
く
る
の
が
、
や
は

り
「
運
動
」
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
夏
の
暑
さ
は
運
動
を

忌
避
す
る
大
き
な
原
因
で
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

筆
者
は
日
中
を
避
け
、
早
朝
に
軽
め
の
ジ
ョ
ギ
ン
グ
を
行
う

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

早
朝
は
涼
し
い
だ
け
で
な
く
、
朝
日
を
浴
び
る
こ
と
に
よ

り
体
内
時
計
が
リ
セ
ッ
ト
さ
れ
、
セ
ロ
ト
ニ
ン
と
い
う
物
質

の
分
泌
に
よ
っ
て
体
が
目
覚
め
る
そ
う
で
す
。
そ
し
て
、
そ

の
約
15
時
間
後
、
今
度
は
メ
ラ
ト
ニ
ン
と
い
う
物
質
の
分
泌

に
切
り
替
わ
り
、
良
質
な
睡
眠
へ
と
繋
が
る
よ
う
で
す
。
早

朝
の
運
動
で
、
総
合
的
に
夏
バ
テ
を
解
消
で
き
そ
う
で
す
ね
。

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
「
そ
う
は
い
っ
て
も
、
な
か
な
か

気
乗
り
が…

」
と
い
う
方
（
実
は
筆
者
も
で
す…

。
）
も
い

よ
う
か
と
思
い
ま
す
。
そ
ん
な
方
は
「
1
歩
で
目
標
達
成
」

な
ど
、
実
行
の
ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
る
目
標
設
定
を
し
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
。
最
初
の
１
歩
を
踏
み
出
せ
ば
、
意
外

に
、
10
分
、
20
分
と
運
動
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
。

「
夏
バ
テ
一
発
解
消
！
」
と
い
っ
た
オ
イ
シ
イ
話
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
ま
ず
は
な
ん
と
か
重
い
腰
を
上
げ
、
健
や
か
に

夏
を
乗
り
越
え
ま
し
ょ
う
！

司令部庁舎前で

基本教練夜間行進


